
ア ストロンチウム イ バリウム ウ ラジウム エ 水素 オ フッ化水素

橙(橙赤)   色 電子配置   [K]2[L]8[M]8[N]2

化学式 CaSO4·2H2O

化学反応式 

CaCO3→CaO+CO2 

計算過程 

CaCO3+2HCl→CaCl2+CO2+H2O 
1.00molの CaCO3(＝100.1)から 1.00mol の CO2が発生する。 
理想気体の状態方程式（PV=nRT）より 
P=(nRT)/V=((10.0/100.1)×8.31×103×(273+50))/2.00≒1.34×105

答 1.34×105    Pa 

化学反応式 

Ca(OH)2＋2NH4Cl→CaCl2＋2NH3＋2H2O 

方法 (c) 

理由 

アンモニアは水に溶けやすく、密度が空気より小さい（軽い）気体であるため

現象

潮解（性） 
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化学反応式   2H2O22H2O+ O2 

 
 
 
計算過程 

H2O2mol 数        H2O2濃度（mol/L） 
０分 0.10 × 500

1000
= 0.050        0.10  

１分  0.050−0.0040=0.046     0.046 × 1000
500

= 0.092    (0.0040は問２の答) 

平均反応速度 = 0.10−0.092
60

≒ 1.33 × 10−4 (1分は 60 秒だから 60で割る) 

 
答 

1.3 × 10−4 
mol/(L・s) 

 

化学反応式   3O22O3 

 
 
計算過程 
発生したO3の体積を x (L)とすると、 

問４の答から消費したO2の体積は3
2

x (L)、よって残りのO2の体積は1− 3
2

x (L) 

気体全体の体積は1 − 3
2

x＋x=1− 1
2

x (L) 反応後体積が 5%減少したので、これが 0.95(L)

と等しい。1− 1
2

x=0.95 を解いて x=0.10 
 

答 
1.0 × 10−1 

L 
 

化学反応式   2KI+O3+H2OI2+2KOH+O2 

 
 

4.0×10-3 

             mol 

2 
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問 1 
ア 還元 イ 陰 ウ 酸化 エ 陽 

 

問 2 
(1)電気量 628 C (2)物質名 酸素（O2） 

 

問 3 

(1) 

C 極のイオン反応式 

H2→2H+ + 2e- 

D 極のイオン反応式 

O2 + 4H+ + 4e-→2H2O （1/2O2 + 2H+ + 2e- → H2O） 

(2) 電流の向き D 極から C 極 

 

問 4 計算過程   問 3（1）D 極のイオン反応式の解答より１mol の水を生成するには 2mol の電子が必要

なので、９kg の水を生成するのに必要な電子の mol 数は 

 
9×103

18
× 2 = 1000  mol 

電気量 9.65 × 104 × 1000 = 9.65 × 107 C 
電気エネルギー 9.65 × 107 × 0.8 = 7.72 × 107 J 

 
答 

電気量 9.65 × 107 C 

 電気エネルギー 7.72 × 107 J 

 

問 5 

(1) 

計算過程 

436 + (498 × 0.5) = 685 kJ/mol 
463 × 2 = 926 kJ/mol 
926 − 685 = 241 kJ/mol 
241 + 44 = 285 kJ/mol 

 答 285 kJ/mol 

(2) 

計算過程 

ここでは、水 9 kg = 500 mol 生成したので、 

水の理論生成エネルギー：285×103 J/mol×500 mol=1.425×108 J 
問 4で得られた電気エネルギーの理論エネルギーに対する%は、 

7.72×107 J
1.425×108 J

= 0.5417    0.5417×100＝54.2 % 

 答 54.2 ％ 
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問 1 化学反応式 

 

 

問 2 分子量 

176 

 

問 3 分子式 

C4H8O 

 

問 4 (1)      (2)      (3) A の構造式     

 (ウ) 

 

 (ア)  

 

 

問 5 B の構造式           問 6 C の構造式       

  

 

問 7 I の構造式     問 8 J の構造式       

  

 

問 9 L の構造式 
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ア 1万 イ 天然 ウ 熱可塑性 エ 熱硬化性 

セルロース，石英，タンパク質 

アミロース (a) アミロペクチン (c) 

セ ル ロ ー ス は ア ミ ロ ― 

 ス と 異 な り ら せ ん 構 造 

で な く 直 鎖 構 造 を 形 成 

し 、 ヨ ウ 素 を 構 造 内 に 

取 り 込 め な い た め 呈 色 

反 応 を 示 さ な い 。  58文字 

化学反応式 

 ①繋がった単量体の数 ②ポリマーの本数 

(A) 199 個 1 本 

(B) 99 個 2 本 




